
「
市
長
と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」
 

旧
機
業
場
の
活
用
策
に
つ
い
て
 

　
　
活
用
検
討
委
員
会
が
市
長
に
報
告
 

　
２９
日
夜
、「
五
重
塔
な
ど
不
動
産
の
公

売
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
す
こ

や
か
」
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
見
積
価
額
が
３５
億
円
と
、
全
国
的
で
も

あ
ま
り
例
の
な
い
高
額
が
注
目
を
集
め
た

越
前
大
仏
の
五
重
塔
な
ど
の
公
売
に
至
っ

た
経
緯
や
概
要
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
公
売
は
、
応
札
が
な
く
不
調
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
程
度
期
間
を
お

い
て
公
売
を
継
続
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。 

　
一
方
、
市
民
か
ら
は
越
前
大
仏
の
一
部

が
公
売
に
掛
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
や
宗
教
活
動
へ
の
影
響
を
懸

念
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
物
納

や
分
割
し
て
の
入
札
は
ど
う
か
な
ど
の
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
他
に
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や

若
者
の
定
着
、

社
会
福
祉
施

策
を
高
齢
者

か
ら
子
ど
も

へ
重
点
的
に

シ
フ
ト
し
て

ほ
し
い
な
ど

の
要
望
も
出

さ
れ
ま
し
た
。 

11
月
開
催
 

未
来
創
造
課（
1
８８
‐
1
1
1
5
）
 

　
勝
山
市
旧
機
業
場
活
用
検
討
委
員
会
（
和

田
雅
弘
委
員
長
）
で
は
、
委
員
会
を
今
年

の
１
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
延
べ
7
回
開
催

し
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
活
用
方
法
、
運

営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
１２
月
6
日
に
、
和
田

委
員
長
か
ら
山
岸
市
長
に
報
告
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
１
階
に
休
憩
や
飲

食
、
物
販
な
ど
に
よ
り
気
軽
に
足
を
踏
み

入
れ
や
す
い
空
間
を
つ
く
り
、
案
内
所
機

能
を
持
た
せ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゾ
ー
ン
と
し
、

2
階
を
繊
維
関
係
の
展
示
を
中
心
と
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ゾ
ー
ン
と
す
る
よ
う
提
言

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
こ
の
報
告

を
基
に
、

運
営
体
制

の
確
立
な

ど
の
課
題

に
取
り
組

む
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

住
民
基
本
台
帳 

閲
覧
状
況
を 

　
　
　
公
表
し
ま
す 

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
閲
覧
に
よ
る
不
正
使

用
を
防
ぐ
た
め
、
国
や
地
方
自
治
体
、
公
共

的
な
団
体
な
ど
が
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め

ら
れ
た
活
動
を
行
う
場
合
に
の
み
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
閲
覧
に
供
し
た
者
を
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１１
月
１
日
か
ら
１９
年

１０
月
ま
で
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

福
祉
・
児
童
課（
1
８７
‐
0
7
7
7
） 

市
民
課（
1
８８
‐
8
1
0
2
） 

№ 閲覧日時 

H１９.７.１１ 

H１９.７.２３ 

H１９.９.１０ 

日本銀行 
情報サー 
ビス局 

独立行政 
法人労働 
研究所・ 
研究機構 

㈱時事通 
信社大阪 
支社 

㈱日本リ 
サーチセ 
ンター 

社団法人 
中央調査 
社 

社団法人 
中央調査 
社 

生活意識 
に関する 
調査 

勤労生活 
に関する 
調査 

住民意識 
調査 

申 出 者 閲 覧 者 閲覧利用目的 閲  覧  範  囲 

1

2

3

荒土町北新在家・
北宮地 
 
遅羽町北山２０歳
以上の男女２０名 
 
 
元町2丁目、北
郷町志比原、旭
毛屋各地区２０歳
以上男女２１名 

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、 

　
　
主
任
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た 

任
期 : 

平
成
１９
年
１２
月
１
日
〜
２２
年
１１
月
末
日 

　
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主

任
児
童
委
員
が
、
１２
月
１
日
付
で
厚
生
労
働

大
臣
と
福
井
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児

童
委
員
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
相
談
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
の
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
・（
）
内
は
担
当
地
区
） 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿
 

〈
勝
　
　
山
〉 

多
田
清
子
（
元
町
１
、
１
〜
3
町
内
）、
天

立
宣
子
（
元
町
１
、
4
〜
6
町
内
）、
加
藤

保
子
（
元
町
１
、
7
〜
8
町
内
）、
曽
倉
正

昭
（
元
町
2
、
2
〜
5
・
7
町
内
）、
山
岸

祐
子
（
元
町
2
、
1
・
6
・
8
町
内
）、
松
田

敏
男
（
元
町
3
、
1
・
2
・
7
・
8
町
内
）、
木

永
つ
や
子
（
元
町
3
、
3
〜
6
町
内
）、
皿

澤
惠
子
（
昭
和
町
１
、
１
〜
4
町
内
）、
西

川
美
惠
子
（
昭
和
町
2
）、
竹
内
美
智
子
（
昭

和
町
3
）、
佐
久
間
雪
子
（
旭
町
１
）、
松
井

弘
（
旭
町
2
、
2
・
5
・
6
町
内
）、
三
谷
輝

子
（
旭
町
2
、
1
・
3
・
4
町
内
）、
仲
村
龍

男
（
旭
毛
屋
町
１
〜
3
町
内
）
、
小
林
惠
子

（
旭
毛
屋
町
4
〜
6
町
内
）、
谷
口
美
笑
子

（
立
川
町
１
〜
3
町
内
）、
山
田
信
子
（
立
川

町
4
〜
6
町
内
）、
榮
輝
美
（
下
後
）、
玉
木

弘
夫
（
上
袋
田
、
下
袋
田
）、
安
田
敬
子
（
中

後
、
上
後
、
上
郡
）、
久
保
す
み
ゑ
（
上
長

渕
、
栄
町
１
・
2
）、
加
藤
二
三
代
（
栄
町

3
）、
細
野
富
惠
（
栄
町
4
・
5
）、
嶋
田
伊

佐
男
（
沢
町
１
〜
5
町
内
）、
久
保
惠
美
子

（
沢
町
6
〜
9
町
内
）、
河
野
豊
（
芳
野
町
１

〜
3
町
内
）、
藤
澤
美
年
子
（
芳
野
町
4
〜

6
町
内
）、
境
正
夫
（
芳
野
町
2
）
 

〈
猪
野
瀬
〉 

中
村
桂
子
（
片
瀬
、
片
瀬
町
）、
三
屋
美
幸

（
毛
屋
、
猪
野
）、
林
東
洋
男
（
高
島
、
西
高

島
）、
長
谷
川
健
二
（
若
猪
野
、
岡
横
江
、

猪
野
口
） 

〈
平
泉
寺
〉 

松
井
誠
一
（
平
泉
寺
上
・
中
・
下
）、
中
村

隆
篤
（
笹
尾
、
赤
尾
、
神
野
、
大
矢
谷
、
小

矢
谷
、
池
ケ
原
）、
山
内
正
博
（
大
渡
、
経

塚
、
上
野
、
壁
倉
、
岩
ケ
野
） 

〈
遅
　
　
羽
〉 

斎
藤
清
昭
（
蓬
生
、
北
山
、
中
島
）、
松
山

千
恵
子
（
千
代
田
、
比
島
）、
斎
藤
愼
治
（
下

荒
井
、　
崎
）、
酒
井
邦
春
（
大
袋
、
新
道
） 

〈
村
　
　
岡
〉 

長
谷
川
淳
一
（
郡
町
１
・
3
町
内
）、
林
松
治

（
郡
町
2
・
4
町
内
）、
久
永
や
す
子
（
郡
町

5
・
6
町
内
）、
原
田
由
次
（
長
山
町
１
）、

松
村
信
子
（
長
山
町
2
）、
中
野
裕
子
（
滝

波
町
１
・
2
町
内
）、
多
田
与
士
光
（
滝
波

町
5
町
内
）、
笠
川
喜
久
子
（
滝
波
町
3
・
4

町
内
）、

野
こ
と
み
（
浄
土
寺
）、
池
田
修

一
（
寺
尾
、
五
本
寺
、
黒
原
）、
嶋
田
和
子

（
暮
見
、
栃
神
谷
、
芳
野
ケ
原
） 

〈
北
　
　
谷
〉 

伊
藤
雅
子
（
木
根
橋
、
小
原
）、
齋
藤
千
枝

子
（
谷
、
河
合
）、
石
井
捷
子
（
中
尾
、
杉

山
、
北
六
呂
師
） 

〈
野
　
　
向
〉 

西
村
悦
郎
（
竜
谷
、
竹
林
）、
松
谷
九
右
ヱ

門
（
北
野
津
又
、
横
倉
）、
石
塚
ま
つ
ゑ
（
薬

師
神
谷
、
牛
ケ
谷
）、
椿
山
信
子
（
深
谷
、

聖
丸
） 

〈
荒
　
　
土
〉 

玉
木
憲
治
（
新
保
、
松
ケ
崎
）、
皿
澤
賢
一

（
伊
波
、
妙
金
島
）、
黒
田
巖
（
布
市
、
清
水

島
）、
島
田
憲
子
（
堀
名
、
中
清
水
、
北
宮

地
）、
木
下
元
子
（
北
新
在
家
、
松
田
、
田

名
部
）、
袖
川
波
津
子
（
境
、
新
道
、
西
ケ

原
、
戸
倉
）、
下
牧
美
恵
子
（
細
野
口
、
別

所
） 

〈
北
　
　
郷
〉 

村
井
英
之
（
檜
曽
谷
、
新
町
、
志
比
原
）、

松
川
春
美
（
上
森
川
、
下
森
川
、
西
妙
金
島
）、

近
藤
幹
夫
（
伊
知
地
、
上
野
）、
石
塚
良
治

（
東
野
、
岩
屋
）、
松
村
純
子
（
坂
東
島
） 

〈
鹿
　
　
谷
〉 

山
内
幸
康
（
本
郷
）、

田
栄
治
（
発
坂
、

保
田
出
村
）、
山
口
弘
（
矢
戸
口
）、
吉
田
典

子
（
志
田
、
西
光
寺
）、
松
名
朝
子
（
保
田
）、

島
田
よ
し
美
（
北
西
俣
）、
山
内
輝
栄
（
東

遅
羽
口
、
西
遅
羽
口
、
杉
俣
） 

 主
任
児
童
委
員
 

大
沢
佑
治
（
勝
山
）、
斎
藤
は
つ
ゑ
（
同
）、

北
山
眞
夫
（
平
泉
寺
、
遅
羽
、
猪
野
瀬
）、

伊
藤
安
世
（
同
）、
幅
田
み
ち
惠
（
村
岡
、

北
谷
、
野
向
）、
宇
佐
見
美
知
子
（
同
）、
皿

澤
和
子
（
荒
土
、
鹿
谷
、
北
郷
）、
島
田
美

枝
子
（
同
） 
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ま
も
な
く
冬
本
番
を
迎
え
ま
す
。

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
雪
を
克
服
し

ま
し
ょ
う
。

◎
雪
に
対
す
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

・
路
上
駐
車
は
、
車
道
除
雪
の
支
障
と
な
り

ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う

・
水
道
水
に
よ
る
融
雪
・
消
雪
は
、
断
水
の

原
因
と
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う

・
重
機
な
ど
を
使
用
し
て
の
大
量
排
雪
は
、

側
溝
や
水
路
な
ど
の
雪
詰
ま
り
や
付
近
住

宅
の
浸
水
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
の

で
や
め
ま
し
ょ
う

・
開
い
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
（
投
雪
口
）
は
、

歩
行
者
、
自
動
車
な
ど
の
転
落
防
止
の
た

め
、
必
ず
赤
旗
な
ど
を
立
て
ま
し
ょ
う

・
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を

閉
め
ま
し
ょ
う

・
屋
根
に
は
、
落
雪
防
止
の
た
め
、
必
ず
雪

止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

◎
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
除
雪
作
業
の

注
意
点

・
屋
根
雪
下
ろ
し
は
、
高
所
で
の
作
業
で
あ

り
、
安
全
帯
の
装
着
な
ど
落
下
防
止
の
措

置
や
見
張
り
人
を
配
置
し
て
か
ら
実
施
し

ま
し
ょ
う

・
除
雪
作
業
の
際
、
特
に
高
齢
者
の
か
た
は

健
康
管
理
や
け
が
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
◎
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
！

・
作
業
中
の
除
雪
車
は
、
非
常
に
危
険
な
の

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◎
地
域
ぐ
る
み
除
雪
の
推
進

・
除
雪
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
助
け
合
い

が
必
要
で
す
。
特
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
は
、
ご
近
所
の
力

で
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す

総
務
課
（
1
８８
‐
1
1
1
6
）

問

市長に報告書を手渡す和田委員長


